
今回我々は地域においてとろみの状態が統一化されていないことについて、地域連携
の会をもとに検討してみました。 
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学会分類の値を踏まえ 
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粘度計での結果を示す。正比例を示すものもあるが、複数杯以上になると急激にとろ
みが増加する種類もみられた。 

7 



粘度計での計測で水の場合日本摂食嚥下学会のとろみ分類から薄いとろみの範囲の
ものを青、中間のとろみの範囲のものを黄色、濃いとろっみの範囲のものを赤色で示
すと、２杯・３杯・４杯で薄い・中間・濃いの順になるものが、３種類。１杯・２杯・３杯の順
になるものが、１種類。１．５杯 ２杯 ３杯の順となるものが３種類であり、１種類は濃
いとろみに達するのに５杯の量を必要とした。 
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ＬＳＴでの結果も学会でも述べているように、必ずしも粘度計と一致しないが、同様の傾
向を示した。 
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お茶においてはどれも水に比べ、ほぼ直線的なものも多いが、必ずしも正比例ではな
い。中には１杯ふやすことで、薄いとろみから濃いとろみに至るものもありました。 
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粘度計でのお茶の場合、１種類を除いて、ほぼ水と同じ結果であった。また強力スカイ
スルーは粘度がつきやすく、１杯から２杯の間で調整する必要がありました。 

今回別の計測で、０．１ずつ増やしたところ１．３杯 １．６杯 ２杯で薄い 中間 濃いの
順になりました。 
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お茶でもＬＳＴの結果は、粘度計と同様の傾向を示した。 
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粘度計とＬＳＴの値で一致するところから、１つの表を作成し、退院時のとろみの指標と
して利用できるようにした。使用するとろみ剤において１００ｃｃあたり、赤字で示す杯数
を使うことでほぼ同じとろみの状態ができることを説明している。 
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家人や施設等に渡す表はわかりやすく整数とした 
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